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マタイによる福音書 5:38～48

 イエス様を前にして、弟子たちはじ
め、大勢の人々がイエス様のお言葉を聞
いています。そこで、その情景を思い浮
かべていただきたいのですが、イエス様
はどんな様子でお話をしているのでしょ
うか。また、イエス様のお話を聞いてい
る人たちはどんな様子でその話を聞いて
いるのでしょうか。そこに人々の笑顔、
笑い声はあるのでしょうか。もし私たち
がその場にいたとして、私たちはどんな
様子でイエス様のお話を聞いているので
しょうか。ただし、それを思い浮かべる
にはイエス様の様子を知らなければなり
ませんが、御言葉はそれについて何も語
りません。ですから、それが分からず
に、私たちがここでの情景を思い浮かべ
るなら、そこには私たちの心の内あるも
のが大きく影響を与えることになるので
しょう。 
 さて、そこで、私たちはイエス様のそ
の一言一言を真面目に受け止め、その情
景を思い浮かべようとしているわけです
が、その際、私たちの心の奥深くに刻み
つけられるものがある一つの思いです。
それは、イエス様への負い目、さらに言
えば、罪悪感のようなものです。それ
は、強く心を引かれながらも、十分に消
化できずにいるからです。ですから、そ
こからここでの情景を想像するなら、語
る者と聞く者との関係性は温かみを欠い
たものとなるのでしょう。けれども、イ
エス様は私たちを追い詰めようとしてこ
こでこのようなことを仰っているのでは
ありません。「復讐するな、敵を愛し、
迫害する者のために祈れ、天の父が完全
であるように完全な者となれ」とのイエ
ス様のお言葉は私たちにとっては確かに
厳しいものですが、それは、それに完全
に応えることなど私たちにはできること
ではないと思えるからです。こうして、
私たちはイエス様のここでのお言葉に躓
くのですが、けれども、イエス様が仰る
ことは私たち信仰者のあり方そのもので
もあるのです。つまり、ここを外して私
たちの信仰も私たち自身もあり得ないと
いうことです。それは、イエス様がそう
あることを私たちに強く求めておられる
からです。 
 ですから、ここでのことは、私たちが

躓くことをイエス様が初めから意図して
いたとしか思えません。しかし、イエス
様がここでこのようなことを仰っている
のは、私たちを御言葉の上に登らせ、は
しごを外すためではありません。あらゆ
る聖書の御言葉が私たちにとって一つの
確かな方向性を示すように、御言葉が私
たちに負わせるその傷は時に避けられな
いものでもあるのです。なぜなら、傷を
負えばこそ、私たちは一つの間違いのな
い方向へと導かれるからです。ですか
ら、そういう意味では、傷を負うこと
は、真理を追い求める私たちにとっては
大事なことです。そこで、先週、新聞で
紹介されていた鶴見俊輔さんの言葉を思
い起こすのですが、ある対談の中で、鶴
見さんはこんなことを仰っていたそうで
す。それは、「真理を方向感覚と考え
る。その場合、間違いの記憶を保ってい
ることが必要なんだ」との言葉でもあり
ますが、つまり、真理の追究のために
は、間違いを簡単に消し去るのではな
く、おいそれとは消せないものとして自
分自身に刻みつけることが大切であると
いうことです。ですから、それには、そ
れがどんなに痛かろうが、間違いと正面
から向き合う覚悟と意気込みが求められ
ます。それは、この痛みと向き合わずし
てその先が備えられることはないからで
す。そして、私たちにとって聖書の御言
葉がまさにそういうものであり、ですか
ら、この傷だらけの関係性の中にこそ、
私たちとイエス様、私たちと神様の関係
性が現されていると言えるです。つま
り、私たちが傷だらけになりながら、な
お、御言葉に聞いていこうとするから、
私たちには一つの間違いのない道が示さ
れるのです。ちなみに、鶴見さんのお母
様は熱心なクリスチャンであり、彼自身
は信仰が与えられることはなかったので
すが、真理を方向感覚といっているとこ
ろに、また消し去ることのできない何か
を感じざるを得ません。 
 ということで、この日私たちが負った
この傷こそが私たちの望むべき将来をは
っきりと指し示していると言えるのです
が、その将来とはつまり、ここでイエス
様が仰る「天の父の子となるため」、
「完全なものとなりなさい」ということ
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です。そして、傷を負った私たちがその
先を目指し歩み続けることができるの
は、イエス様によって罪赦され、癒やさ
れるからでもありますが、その私たちの
向かうところが、今申しました父なる神
様がいます天の御国でもあるのです。で
すから、そういう意味では、私たちが神
様を信じ、また、イエス様を信じるとい
うことは、傷を負い、痛い目に遭って終
わるだけではありません。そこにはきち
んとした神様の目的があり、そのために
も私たちには越えなければならないもの
があるということです。そして、越える
べきものの一つが罪深い自分自身でもあ
りますが、そうであるからこそまた、私
たちはイエス様の仰ることに応えないわ
けには参りません。それゆえ、復讐して
はならない、敵を愛し、虐げるものため
に祈れ、そして、完全なものとなれ、
と、これらのことが、私たちに強く求め
られている以上、私たちはそれにきちん
と答えていかなければならないのです。
ただし、このイエス様のご命令を私たち
は誤解してはなりません。これらのこと
はできない者に無理矢理やらせようとし
て、ここでイエス様がこのようなことを
仰るわけではないからです。もし、イエ
ス様が端からできないと分かっていて、
敢えてここでこのようなことを仰ってい
るとしたら、イエス様はできない私たち
のことを嘲笑っていることにもなりま
す。しかし、勿論、そういうことではあ
りません。 
 十戒、律法に記されている「汝、何々
せよ、何々するなかれ」と言われている
ことの意味合いは、そもそものところで
能力ない者への強制、無理強いではあり
ません。「何々せよ、何々するなかれ」
との戒めは、「あなた方はこういうこと
をするはずだ、あなた方がこんなことを
するはずがない」という、私たちに対す
る神様の信頼に基づくものでもあるので
す。ですから、この一つの枠組みから外
れなければ、私たちには一定の自由が約
束されてもいるのですが、ところが、そ
こから一段ハードルを上げたのがイエス
様でもありました。それは、一定の自由
が約束されているのをいいことに、神様
に対する私たちのあり方に私たち自身が
限界を設けようとするからです。つま
り、これはここまで、これくらいでいい
だろうと、自分の考えに従ってその行動
をコントロールしようとするのです。た
だ、そもそものところで言えば、神様に
対する私たちのあり方に限界はありませ
ん。御旨にお従いすればこそ、そこに私

たちの信仰は現され、そして、そこに私
たちの命が輝くことにもなるからです。
従って、ここでイエス様が仰る、復讐し
ないこと、右の頬を打たれたら左の頬を
差し出すこと、求める者にはすべてを与
えること、そして、敵を愛し、強いたげ
る者のために祈ること、これらのことを
イエス様が強く求めておられるのは、こ
れらのことが私たちにできないことでは
なく、できることでもあるからです。少
なくとも、イエス様はそう強く信じてい
るのです。このことはつまり、イエス様
がハードルを一段高くしたのは、私たち
に対する信頼がそれほど深いものでもあ
るからです。ところが、私たちはどう
か。その信頼に応えられないだけでな
く、それができない、できるわけもな
い、と言い訳ばかりを口にするのです。
では、どうしたら、私たちにそれができ
るようになるのか。まさに、ここに、イ
エス様がハードルを一段階上げた理由が
あるように思うのです。 
 ともすれば自分で限界を定め、傷つか
ないところに身を潜めようとするのが私
たちでもあるのでしょう。けれども、自
分が定めた限界に達しない人を見ると今
度はどうか。律法主義と言われているこ
とは、できるできないと言うことに拘
り、ある意味で、信仰を盾に取って自ら
の殻に籠もることです。それは、できる
ところに止まっている限り、安全安心は
保証されていると思えるからです。けれ
ども、そこに籠もり続けている限り、
日々積み重なる罪が赦されることもあり
ません。ですから、私たちが寛容さを失
うのは、罪を罪として自覚できないだけ
でなく、自分という小さな世界に甘んじ
ているからです。なぜなら、ここでイエ
ス様が「背を向けてはならない」と仰る
ように、殻に籠もり続ける私たちの姿勢
は、神様の限りない赦し、愛を拒むこと
でもあるからです。それゆえ、私たちの
そうした姿勢は、自らの将来を閉ざすだ
けでなく、自分をも人をも幸せにするこ
とはありません。なぜなら、仮にそこが
その人にとってどんなに居心地のいいも
のであっても、罪をそのまま放置し、赦
されないままで終わりを迎えたなら、結
局は与えられた命を粗末にしているに過
ぎないことにもなるからです。ですか
ら、ここでイエス様が仰っていることを
すべての人々が実現できれば、世界中の
すべての人が幸せに年を重ねていけるの
は間違いありません。では、どうすれ
ば、私たちは、やられたらやり返さず、
敵を敵とも思わずに愛し、虐げる者のた
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めにも祈り、結果、完全な者となれるの
でしょうか。 
 そこで、真面目な私たちはできるとイ
エス様が仰る以上、できるようにならな
ければならないと考えます。そして、そ
れは、イエス様ができると思っているわ
けですから、そう思うのが人として当然
のことです。けれどもどうでしょうか。
この試みに完全に成功したものが果たし
てどれだけいると言えるのでしょうか。
ただ、全くいないわけではありません。
私たちが知る限り、ステパノ然り、コル
ベ神父然り、教会の長い歴史において
は、イエス様が完全な者となりなさいと
仰ることを誠実に実践した人たちはいる
のです。では、私たちはどうか、ほとん
どの人たちが挫折し、その罪の意識にさ
いなまれることにもなるのですが、で
は、そこで私たちが知らされるものはど
ういうことなのでしょうか。罪人である
私たちがその罪ゆえにイエス様に躓き、
傷つくことは避けられないとしても、そ
れでもイエス様のお言葉に聞いていくこ
とができるのは、私たちには神様の無限
の赦しが与えられているからです。それ
ゆえ、そこで知らされるものは、愛の大
切さとか、命の尊さとか、そういう曖昧
なものではありません。 
 私たちが躓き、傷つく中で知らされる
ことはもっと具体的なものです。まただ
から、私たちはイエス様が求めることに
誠実に応えたいと思うのです。更なる傷
を負うことを覚悟して、やってみようと
思うのです。そして、それは、私たちに
その自信があるからではありません。で
きないことを誰よりもよく知っているの
が私たちであり、そこで、私たちがなお
やってみようと思うのは、このイエス様
のお言葉の上に自分を立たしめるからで
す。つまり、ここから逃げずに立ち続け
ようとするからです。ただし、それは、
同時に、躓き、傷を負うということで
す。けれども、この繰り返しの中で、私
たちは知るのです。イエス様が私たちの
近くにあり、このイエス様ゆえに神様も
私たちの近くにおられるということを、
です。従って、私たちが何かを知ること
の中心にあるものは、この神様とイエス
様との近さでもありますが、それゆえ、
私たちの身に起こることのすべてはこの
神様とイエス様との近さからその意味が
与えられることにもなるのです。ですか
ら、そう考えると、ここでイエス様が仰
っていることの真意は分かりにくいもの
ではありません。 
 敵とはつまり、そのイエス様が私たち

に与えてくださった者であり、それは、
敵と思えるその人ともイエス様は直ぐ近
くにおられるからです。従って、その人
が敵か味方かということではなく、その
人と私たちとは主にあっては互いに近い
存在であるということです。つまり、そ
の人は主にある隣人であり、愛せない人
ではなく、愛すべき人、愛さなければな
らない人、そういう者であるということ
です。ですから、その人に私たちが背を
向けるということは、イエス様に背を向
けることであり、イエス様に背を向ける
ということは神様にも背を向けるという
ことなのです。しかし、私たちにとっ
て、それをやり続けることはやはり容易
なことではありません。私たちがイエス
様のお言葉の上に立ち続けたとしても、
そのことを相手が理解しているかどうか
はまた別の問題であるからです。ですか
ら、そのためにまた、私たちは深く傷つ
くことにもなるのですが、まただから、
この分かってくれない存在に、私たちは
敵というレッテルを貼って、できる限り
近づこうとはしないのです。それは、も
うこれ以上自分が傷つきたくないからで
もありますが、しかし、そうであるから
こそ、イエス様は、私たちとイエス様の
近さゆえに、すべてのものと関係を築
き、それを維持し続けることを求めるの
です。そして、そのために私たちに求め
られていることが愛するということでも
ありますが、ただ、この愛するというこ
とを私たちは誤解しないように努めなけ
ればなりません。それは、愛するという
ことは相手の言いなりになることでもな
く、また、自分の思い通りにすることで
もないからです。 
 近いということは相手との間にまった
く距離がないということではありませ
ん。もし、私たちが愛というものを相手
との距離がまったくないものであると理
解するなら、それは明らかな間違いで
す。なぜなら、イエス様が私たちに対し
てあれこれ語るのは、しっかりと距離を
取った上でのことでもあるからです。そ
れはまた、分かっているということが距
離がないことではなく、きちんと相手と
の距離が取れていることでもあるからで
す。それゆえ、私たちが愛をもって関係
性を築くためには、この相手との適度な
距離が必要なのです。ですから、私たち
がやられたらやり返し、また、意のまま
にならないものをすべて敵と断じるの
は、この適度な距離がつかめていないか
らでもありますが、そこで、この適度な
距離感について、ある人はそこにイエス
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様を置いてこう私に説明してくれまし
た。人と人との間にあるのがイエス様で
あり、私たちが近づきすぎればイエス様
は少し距離を置き、また、遠くなりすぎ
れば距離を縮めると、イエス様を中心と
した愛の関係性とその適切な距離感につ
いて、その人は私にそのように説明した
のですが、ですから、そう考えるなら、
私たちが失敗を繰り返しつつその都度見
つめるものは、人と人とをつなぎ合わせ
るイエス様の姿ということになります。
つまり、イエス様が適度な距離感を生み
出せばこそ、結果、私たちは関係性を構
築し、互いに天の御国へと共々に導かれ
ることになるということです。 
 ところが、それが分かったとしても、
それでも私たちは安心することができま
せん。それは、イエス様が私たちのこと
を信頼しているにも関わらず、私たちは
イエス様に自分自身を委ね、投げ出すこ
とができないからです。ですから、それ
は、情けなく、悲しいことでもあります
が、ただ、私たちの身に備わっているも
のとはそういうものであり、どうしよう
もありません。そして、それが聖書が罪
と呼んでいるものの本質でもあります
が、従って、私たちの中で見られる信仰
ゆえの突飛な行動は分からない話ではあ
りません。不安を解消しようとして無理
に無理を重ねる行動には必ず嘘と誤魔化
しがあります。私たちの多くがそのこと
をいぶかしく思うのはそのためです。で
すから、信仰を盾にとって人を責めると
きには自分が無理をしていないかどうか
をしっかりと顧みる必要があるのでしょ
う。しかし、顧みるだけでは何も話が前
に進みません。そこで、完全なものとな
るためにはなんとか歯車を前に進めなけ
ればならないのですが、それがなかなか
前には進んでくれない、私たちが無理を
してしまう原因はここにあるようにも思
います。しかし、そこにはまた私たちの
誤解があるようにも思うのです。 
 イエス様が仰るところは「完全な者に
なりなさい」ではなく、「完全な者とな
りなさい」ということです。そして、こ
れについて、ある先生はこう仰っており
ました。「完全であるとは神様に対して
心が割れていないということである」
と。つまり、神様に対して一途であると
いうことでもありますが、神様の御旨に
一途であったのが私たちの主、イエス様
でもありました。従って、イエス様が仰
っている「完全な者となりなさい」とい
うことは、イエス様ご自身となりなさい
と、イエス様ご自身がそう仰っていると

いうことです。しかし、そう言われて腰
が引けるようではいけません。そこで、
少し前にご一緒に聞いたイエス様のお言
葉を思い出していただきたいのですが、
そもそものところで言えば、私たちはど
ういう者なのか、それは海の物とも山の
物とも、どちらとも言えないものではあ
りません。イエス様がそこではっきり仰
っていることは、私たちが「地の塩であ
り、世の光」であるということであり、
ところが、私たちの目から見れば、私た
ち自身も、また、周辺にある人々も、
様々いろいろ、いろんな姿に見えるので
す。けれども、その私たちのことをイエ
ス様は「地の塩、世の光」と仰るので
す。それは、私たちがもうすでにそのよ
うにされているからです。それは、私た
ちが「地の塩、世の光」としてこの世に
生まれ、この世に生き、そして、御国へ
と導かれているからです。 
 ですから、「完全」ということが神様
に心が割れていないことだと仰ったある
先生は、「完全」とは悔い改めであると
も仰っておりました。つまり、「完全」
であるとは一点の曇りもないことではな
く、非はあり、問題はあるのです。それ
ゆえ、私たちはこの問題を誤魔化さずに
神様の御前でお詫びするしかないので
す。けれども、やってしまったことに負
い目を感じながらも、誠心誠意神様にお
詫びしたなら、後は前を向いて歩いて行
けばいいなのです。なぜなら、そのとき
の私たちはイエス様を見つめ、イエス様
に倣い、イエス様と歩みを共にしている
からです。ですから、鶴見俊輔さんが仰
っていたように、そういう意味で悔い改
めとは、私たちにとっての方向感覚であ
り、私たちが方向を誤らないためにも、
私たちは自分自身の間違いや過ちを、赦
されたという事実と共に自分自身に刻み
つけなければならないのです。そうすれ
ば、今が私たちの目にどのように映った
としても、私たちの将来はイエス様が共
にまし、私たちのことを守り支え導いて
くださっているわけですから、イエス様
がここで語る戒め通りに私たちも整えら
れ、また世界も整えられていくことにな
るのです。ですから、この希望をもっ
て、これからも聖書の御言葉の中に大胆
に入り込み、イエス様のそのお言葉に聞
いていく私たちでありたいと思います。
祈りましょう。 

 


